
1 

 

資
料
翻
刻 

 

※
翻
刻
の
改
行
は
原
文
の
改
行
に
し
た
が
っ
て
い
る
。 

※
歴
史
的
仮
名
遣
い
や
異
体
字
は
適
宜
現
代
的
仮
名
遣
い
や

常
用
漢
字
に
改
め
て
い
る
。 
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石
原
貞
蔵
宛
豊
田
佐
吉
書
簡 

《
翻
刻
》 

（
封
筒
ウ
ワ
書
） 

「
静
岡
県
引
佐
郡
東
浜
名
村
大
谷 

 

石
原
貞
蔵
殿 

 
 

（
消
印
） 

 
 
 
 
 

進
展 

（
切
手
消
印
） 

 
 
 
 
 
 
 

」 

（
封
筒
ウ
ラ
書
） 

「 

大
正
四
年
三
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 

愛
知
県
愛
知
郡
中
村 

 

封 
 
 
 

（
屋
号
）
豊
田
自
動
紡
織
工
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
電
話
五
三
五
番 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
田
佐
吉 

 
 
 
 
 

」 

拝
啓
春
暖
ノ
候
ニ
相
成
候
処
、 

益
々
御
清
栄
之
段
奉
久
賀
候
、 

陳
者
、
石
原
特
許
事
務
所
ノ 

権
利
を
飯
田
氏
ニ
御
譲
渡
し
ニ 

相
成
候
御
相
談
を
逐
一
未
亡
人
様
よ
り
拝
聴 

仕
候
、
其
れ
ニ
付
、
小
生
も
種
々
熟 

考
ニ
熟
考
を
重
ね
候
処
、
既
ニ 

御
調
印
済
ノ
上
ニ
て
、
殊
ニ
平 

島
校
長
も
種
々
懇
ニ
被
申
候 

由
ニ
付
て
ハ
、
此
上
接
省
品
を
取
る 

事
は
先
生
ノ
顔
を
無
ニ
す
る 

形
ニ
て
却
つ
て
石
原
家
ノ
将
来
ノ 

為
ニ
も
如
何
と
案
じ
、
茲
は 

故
卯
八
殿
無
き
跡
ニ
も
御
座
候
ハ
ヽ
、 

他
ノ
同
情
ノ
石
原
家
を
少
も 

去
ら
ざ
る
様
万
事
御
注
意 

被
成
候
方
得
策
か
と
存
候
、
委
細
ハ 

未
亡
人
殿
ニ
御
談
し
申
置
候
間 

御
聞
取
被
下
候
事
に
存
候
、 

先
者
小
生
ノ
愚
見
と
し
て
一
寸 

御
参
考
迄
ニ
申
上
候
、
早
々
、 

追
伸 

頃
日
少
し
く
御
不
快
ノ
由
、 

承
り
候
へ
共
、
其
後
如
何
ニ 

御
座
候
哉
、
御
伺
申
上
候
、
追
々 

春
暖
ノ
候
ニ
も
相
成
候
へ
ば
、 

少
し
く
御
加
減
も
宜
し
く 

相
成
次
第
、
一
度
御
遊
び
に 

御
出
で
可
被
下
様
、
御
客
な
か
ら 

是
非
御
来
名
ノ
程
奉
待
候
、 

余
は
拝
眉
ニ
譲
る 

三
月
十
九
日 

 

豊
田
佐
吉 

石
原
様 

 

《
読
み
下
し
》 

（
前
略
） 

拝
啓
、
春
暖
の
候
に
相
成
り
候
と
こ
ろ
、
益
々
御
清
栄
の
段
、

久
賀
し
奉
り
候
、
陳
れ
ば
、
石
原
特
許
事
務
所
の
権
利
を
飯
田

氏
に
御
譲
り
渡
し
と
相
成
り
候
御
相
談
を
逐
一
未
亡
人
様
よ

り
拝
聴
仕
り
候
、
其
れ
に
付
き
、
小
生
も
種
々
熟
考
に
熟
考
を

重
ね
候
と
こ
ろ
、
既
に
御
調
印
済
み
の
上
に
て
、
殊
に
手
島
校

長
も
種
々
懇
ろ
に
申
さ
れ
候
由
に
付
て
は
、
此
上
接
省
品
を
取

る
事
は
先
生
の
顔
を
無
に
す
る
形
に
て
、
却
つ
て
石
原
家
の
将

来
の
為
に
も
如
何
と
案
じ
、
茲
は
故
卯
八
殿
無
き
跡
に
も
御
座

候
は
ゝ
、
他
の
同
情
の
石
原
家
を
少
も
去
ら
ざ
る
よ
う
、
万
事

御
注
意
成
さ
れ
候
方
得
策
か
と
存
じ
候
、
委
細
は
未
亡
人
殿
に

御
談
し
申
置
き
候
間
、
御
聞
取
り
下
さ
れ
候
事
に
存
じ
候
、
先

ず
は
小
生
の
愚
見
と
し
て
一
寸
御
参
考
迄
に
申
上
げ
候
、
早
々
、 

追
伸 

頃
日
少
し
く
御
不
快
の
由
承
り
候
へ
ど
も
、
其
後
如
何
に
御
座

候
や
、
御
伺
申
上
げ
候
、
追
々
春
暖
の
候
に
も
相
成
り
候
へ
ば
、

少
し
く
御
加
減
も
宜
し
く
相
成
り
次
第
、
一
度
御
遊
び
に
御
出

で
下
さ
る
べ
き
よ
う
、
御
客
な
か
ら
是
非
御
来
名
の
程
待
ち
奉

り
候
、
余
は
拝
眉
に
譲
る
、 

三
月
十
九
日 

 

豊
田
佐
吉 

石
原
様 

 

《
現
代
語
訳
》 

拝
啓
、
春
暖
の
候
に
な
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ま
す
ま
す
御
清

栄
の
段
、
お
め
で
た
く
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
石
原
特
許
事
務
所
の
権
利
を
飯
田
氏
に
御
譲
渡
す
る

と
い
う
相
談
を
、
（
私
は
）
逐
一
未
亡
人
さ
ま
か
ら
聞
い
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
私
も
い
ろ
い
ろ
と
熟
考
に

熟
考
を
重
ね
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
（
特
許
事
務
所
の
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権
利
の
譲
渡
に
つ
い
て
）
御
調
印
済
み
で
あ
る
と
の
こ
と
。（
権

利
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
）
特
に
手
島
校
長
も
い
ろ
い
ろ
と
丁
寧

に
申
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
権
利
を
譲
渡
す
る
と
い
う

こ
と
は
先
生
の
顔
を
無
に
す
る
形
で
あ
り
、
か
え
っ
て
石
原
家

の
将
来
の
た
め
に
も
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
案
じ
て
お
り
、
こ
こ

は
故
（
石
原
）
卯
八
殿
が
な
く
な
っ
た
後
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

周
囲
が
石
原
家
に
同
情
し
な
く
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
万
事

御
注
意
さ
れ
た
ほ
う
が
得
策
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
未
亡
人
殿
に
お
話
し
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

ま
ず
は
私
の
意
見
と
し
て
ち
ょ
っ
と
参
考
ま
で
に
申
し
上

げ
ま
し
た
。
早
々
。 

追
伸 

最
近
少
し
体
調
が
悪
い
と
の
こ
と
、
承
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
追
々
春
暖
の
候
に
も
な
っ
て
き

ま
し
た
の
で
、
少
し
お
加
減
も
よ
ろ
し
く
な
り
次
第
、
一
度
遊

び
に
こ
ら
れ
る
よ
う
、
ぜ
ひ
と
も
名
古
屋
ま
で
来
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
続
き
は
お
会
い
し
た
時
に
で
も
。 

三
月
十
九
日 

豊
田
佐
吉 

石
原
様 

  

23
西
川
・
石
黒
重
役
宛
豊
田
佐
吉
書
簡 

《
翻
刻
》 

（
封
筒
ウ
ワ
書
） 

「
西
川

石
黒
重
役
殿 

社
本
校
長
持
参 

 
 
 
 
 
 
 

」 

（
封
筒
ウ
ラ
書
） 

「 
 
 
 
 

ナ
コ
ヤ 

 

〆
八
月
十
八
日 

豊
田
佐
吉 

 

校
長
ノ
上
海
視
察
者
小
生
の
薦
め
た
る
も
の 

 

ニ
有
之
候
間
其
積
り
に
て
御
扱
ひ
被
下
度
候 

」 

拝
啓
、
廿
二
日
神
戸
出
発
ノ
上
海
丸
ニ
て 

校
長
等
同
伴
に
て
帰
港
可
致
筈
に 

有
之
候
処
、
都
合
に
て
明
十
九
日
ノ
長
崎
丸
ニ
て 

校
長
等
丈
け
出
発
致
し
可
申
候
ニ
付
て
は 

学
校
ノ
参
考
ニ
成
る
事
柄
は
総
て
は 

咄
し
、
且
種
々
御
周
旋
被
下
度
、
殊
に 

林
雄
吉
氏
ニ
依
頼
し
て
上
海
日
本 

小
学
校
々
長
等
に
紹
介
せ
し
め
て 

充
分
御
談
し
為
致
被
下
度
、
呉
〳
〵 

も
御
頼
申
上
候
、 

同
氏
は
弊
住
宅
へ
御
止
め
被
下
度
候
、 

小
生
は
廿
四
ニ
て
貴
着
可
致
候
、 

 

八
月
十
八
日
ノ
夜 

 
 

豊
田
佐
吉 

 

西
川

石
黒
殿 

 

《
読
み
下
し
》 

（
封
筒
ウ
ラ
書
） 

「
（
前
略
）
校
長
の
上
海
視
察
は
小
生
の
薦
め
た
る
も
の
に
こ

れ
有
り
候
間
、
其
の
積
り
に
て
御
扱
ひ
下
さ
れ
た
く
候
」 

拝
啓
、
廿
二
日
神
戸
出
発
ノ
上
海
丸
に
て
、
校
長
等
同
伴
に
て

帰
港
致
す
べ
き
は
ず
に
こ
れ
有
り
候
と
こ
ろ
、
都
合
に
て
明
十

九
日
の
長
崎
丸
に
て
校
長
等
だ
け
出
発
致
し
申
す
べ
く
候
に

付
て
は
、
学
校
の
参
考
に
成
る
事
柄
は
総
て
は
咄
し
、
且
つ

種
々
御
周
旋
下
さ
れ
た
く
、
殊
に
林
雄
吉
氏
に
依
頼
し
て
上
海

日
本
小
学
校
校
長
等
に
紹
介
せ
し
め
て
充
分
御
談
し
致
さ
せ

下
さ
れ
た
く
、
呉
々
も
御
頼
み
申
上
げ
候
、 

同
氏
は
弊
住
宅
へ
御
止
め
下
さ
れ
た
く
候
、
小
生
は
廿
四
ニ
て

貴
着
致
す
べ
く
候
、 

八
月
十
八
日
の
夜 

 
 

豊
田
佐
吉 

 

西
川

石
黒
殿 

 

《
現
代
語
訳
》 

（
封
筒
ウ
ラ
書
） 

「（
前
略
）（
社
本
）
校
長
の
上
海
視
察
は
私
が
勧
め
た
も
の
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
あ
つ
か
っ
て
く
だ
さ
い
」 

 

拝
啓
、
二
十
二
日
に
神
戸
出
発
の
上
海
丸
で
（
社
本
）
校
長

等
を
同
伴
し
て
帰
港
す
る
べ
き
は
ず
で
し
た
が
、
都
合
が
あ
っ

て
、
明
日
十
九
日
の
長
崎
丸
で
（
社
本
）
校
長
等
だ
け
出
発
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、
学
校
の
参
考
に
な
る

事
柄
は
全
て
話
し
、
か
つ
い
ろ
い
ろ
と
斡
旋
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
林
雄
吉
氏
に
依
頼
し
て
、
上
海
日
本
小
学
校
校
長
等
に

（
社
本
校
長
等
を
）
紹
介
し
て
、
十
分
に
お
話
し
さ
せ
て
あ
げ

る
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
頼
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

同
氏
（
社
本
校
長
）
は
私
の
家
に
泊
め
て
く
だ
さ
い
。
私
は
二

十
四
日
に
そ
ち
ら
に
着
く
予
定
で
す
。 

八
月
十
八
日
の
夜 

 
 
 
 

豊
田
佐
吉 

 

西
川
・
石
黒
殿 

 


